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C-39 新型加温加湿器2機種は温湿交換君純画iE)よりも絶対湿度を大きく増加させる
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目的】人B眼中伽及気ガスの力雌劫曜方法には

人工鼻 (HME)，チャンパー型脳勘曜器等の方法

がある。今回われわれJま、人工鼻にヒーターと紛長機

能を持たせた2機陸 HMEブースタ--..@(メディサ

イズ祖製)とHumid-Heat@(ハドソン控製)の↑強E
をtt撤したので報告する。

【対象と方法】健常成人ボランティア8名を対象と

した。ヒーターのウォーミングアッフ後、機緒にフ

ェイスマスクを装着し、ベネット7笈励併を用いて、

CPAPモード、目。IWByにて樹立で安静白剤明及をさ

せた。フェイスマスクと E品但聞に唄呼気分離巨酪

を置き、吸気ガス中の温度、樹掘度、制湿度をモ

イスコープ~ (スカイネット桂製)により調1医した。

こ伊那較扮離巨酪により、吸気ガスのみを損|淀する

ことができる。

調l民弾は次の4群に分けた。

第一群 :1品E単j劃吏用群

第二群:HME ブースター群(給水能力は

3凶釦、温度務Eは臣民?で350C)

第三群:Humid-Heat 群(給1<ij~は分限撤気量 3

"'30IJminにより可変であり、1.8"'17凶Ihrの聞で

遇尺できる。lOIJminで約6凶Ihr、温度設定は匿院

で37C士宮C)
第四手:チャンパー朝日動磁器gFP-7却群(フイツ

シャーパイケノ開7却型、 MR-2叩チャンノt一、努線

ヒーター入りでチャンパー温度部℃口苅盟主謁。C

に設定)

【結果】棋院値はモイスコープの値が安定した 12

分後の結果をtI撤した。

温度はE品但単独群29.6:t0.90C-HMEフてース

ター群32:t1.0。な Humid-Heat群 34.6:t0.30C-
FP・7却群35.3:t0.5

0Cとなり、 Hum.id-Heat鞘ま

FP-730群とほl現司程度の温度を得ることができた。

一方、E晶E ブFースタ~まHumid-Heat君主 FP-7却

群には及ばないものの、 HME単j蝿平に対し、高かっ

た。

鰍す湿度はHME単組鮮28.2::!::1.9mgi4Hl¥但ブ

ースタ寸平33.5:t0.8m払 Humid-Heat群37.5士

1.3mgi4 FP-7却群 35.3:t0.7mWLとなり、 Hum.i

d-Heat閉ま FP-730群に対し、 5分後にはむしろ高

くなった。 E品iEブースター群凶畠度と同じく Humi

d-H回 t君主 FP-7却群には及ぱなし、ものの、 HME単

独鮮に対し、高かった。

本散す湿度はE晶E鞠蛸平90.0士2.1%、E品E ブー

スター苦手関.4::!::0.!J>1o、Humid-H回 t群96.6士2.2%、

FP・730群92.3:t2.0%となった。 FP-730群は慌飴直

後から蹴議了時まであまり変化が無かった。

持察】この6形rては唄呼気分離B話を用し¥吸気

のみの温度と湿度の変化を諦ミた。吸気のみの損l院に

より力団副ぽ踊訪をE茸に損l院することができる。

Humid-Heat群はHl¥但ブースター群より力団勘口

湖勘当憂れてしも温度比約 30C高く、鰍す湿度'j:J約

4mWL高かった。 この差はヒーター温度設定カ納2
0

C

高く、約K量も 2倍であることから生じたと考えられ

た。 Humid-H回 t閉まフィシャーノTイケルFP-7却群

よりも鰍す湿度か高くなり、今後、員時前吏用例腕

力ミ必要と考えられた。

【まとめ】

従来のHMEにヒーターと伶k櫛怯持たせた、 2

機種HMEフL スタ--..@とHumid-Hea例まHME単独

使用時よりも温度、鰍す湿度を大きく上昇させた。

Humid-Heat，@の絶対湿度はチャンパ一割[阻加湿

器より高かった。力[腿聞社、長期使用も可能である

と考えられた。




